
育成医療受給者の実態の把握及び支援に関する有識者会議 

開催要綱 

 

１．趣旨 

  障害者総合支援法に基づき、障害児のうち省令に定める身体障害のある者

の健全な育成を図るため等に必要な医療については育成医療により、18 歳以

上の身体障害者のうち省令に定める身体障害のある者の自立と社会経済活動

への参加の促進を図るため等に必要な医療については更生医療により、自立

支援医療費の支給が行われている。 

育成医療受給者の中には、18 歳未満のうちに完治するケースもある一方で、

18 歳以降も引き続き治療を要する者の中には更生医療の受給が困難な者がい

るといったことが指摘されている。 

そのため、育成医療受給者の実態について把握するとともに、課題への対

応方策を議論する場として、「育成医療受給者の実態の把握及び支援に関する

有識者会議」を開催する。 

 

２．検討事項 

（１）育成医療受給者の実態及び課題について 

（２）課題への対応について 

（３）その他 

 

３．構成等 

（１）本会議は、社会・援護局障害保健福祉部長が参集し、開催する。 

（２）構成員は、別紙のとおりとする。 

（３）本会議に座長及び座長代理を置く。 

（４）座長は、構成員の互選により選出し、座長代理は、構成員の中から座長

が指名する。 

（５）座長は、必要に応じ意見を聴取するため、参考人を招へいすることがで

きる。 

（６）その他、本会議の運営に関し、必要な事項は座長が定める。 

 

４．その他 

（１）本会議の庶務は、社会・援護局障害保健福祉部精神・障害保健課が行う。 

（２）会議の議事、資料及び議事録は原則として公開とする。内容により非公

開にする必要があると座長が認めた場合には、非公開である旨及びその理

由を明示するとともに、座長が認める範囲において議事要旨を公開する。 
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